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地域看護学実習Ⅰ　学生出席表　　
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　

	
	年月
	日
	曜日
	実習施設名
	時間
	確認印

	１週
	
	
	月
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	年月日
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	不在時間
	理由
	確認印
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	:　～　:
	
	


遅刻・早退・欠席届





実習記録　　　　　　　　　　　行動計画表　　　　　　　　　　様式1-1
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	 
	年
月
日
	曜
日
	午前
	午後

	
１日目

	










	
	
	

	
２日目

	










	
	
	

	
３
日目

	










	
	
	


実習記録　　　　　　　　　　　行動計画表　　　　　　　　　　様式1-2
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
	 
	年
月
日
	曜
日
	午前
	午後

	
４日目

	










	
	
	

	
５日目

	










	
	
	

	
６
日目

	










	
	
	



実習記録　　　　　　　　　　　　　実習日誌　　　　　　　　　　　様式2
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
平成　　年　　月　　日（　　曜日）　　
	実
習
目
標
	

	　
学
ん
だ
こ
と
・
課
題






	



























	指
導
者
コ
メ
ン
ト
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者印





実習記録　訪問看護同行記録１（同行訪問　　回目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式3-1
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　訪問日　平成  年　　　　月　　　　日（　　　）午前・午後　　：　　　～　　　：  
	氏名イニシャル1字
	年齢

　　
歳代
	性別
	疾患名・障害名：


発病年（　　　年　　　月頃）
	看護上の問題

	
	
	
	
	

	既往歴



	服薬の状況　


	

	
	
	看護問題別、行われた看護・行った看護の内容および結果や患者の反応
	考察
（評価と今後の計画および学生が学んだこと）

	
	
	
	

	介護認定の状況　
	障害の程度
	障害高齢者の日常生活自立度
	
	

	
要支援１・２　
要介護１・２・３・４・５

認定日：平成　年　月　日
	身体障害者手帳：無・有（　）等級
その他の手帳：

	自立・J1・J2・A1・A2・B1・B2・C1・C2
	
	

	
	
	認知症高齢者の日常生活自立度
	
	

	
	
	自立・Ⅰ・Ⅱa・Ⅱb・Ⅲa・Ⅲb・Ⅳ・Ⅴ
	
	

	
	
	健康保険の種類
	
	

	利用しているサービスとその内容
	
	

	



	
	

	本人の生活状況：社会的・心理的・経済的側面などを含む
	
	

	



	
	

	家族・介護者の状況：
介護者の健康状態、介護に対する考え方・信念、心理的な要因、介護負担の程度、家族内の関係性など
	
	

	独居・夫婦二人世帯・その他（　　　　　）
主介護者（　　　　　　　）



	
	








実習記録　　訪問看護同行記録２（同行訪問　　回目）　様式3-2
実習（　　　）　グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　
平成　　　年　　　月　　　日（　　　曜日）
訪問日　平成  年　　　　月　　　　日（　　　）午前・午後　　：　　　～　　　：　　　
	氏　名
（イニシャル１字）
	年齢
　　　　歳代
	前回訪問日：
平成  年　月　日（　　）午前・午後　　：　　～　　：

	看護上の問題

	




	看護問題別、行われた看護と行った看護の内容、および結果や患者の反応
	考察
（評価と今後の計画および学生が学んだこと）

	
	



























実習記録　　　　　　　　評価と今後の課題　　　　　　　　　　　様式4-1
	実習目標に対する評価

	
































実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	

















	今後の課題










様式4-2
地域看護学実習Ⅰ　総合評価表　学生用
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式5
実習期間　：　平成　　　　年　　　　月　　　日　～　　　月　　　日　
	実　習　目　標
	学生評価
	評価の
根拠

	１．療養者及び家族への看護過程の一連のプロセスを実践することができる。
①療養者および家族の療養上のニーズを把握し、個別看護
計画を立案することができる。
	
	

	②個別の生活の場に即した方法で、必要な看護の一部を
実践することができる。
	
	

	③療養者および家族の反応などから行った看護の評価を
行うことができる。
	
	

	２．在宅看護と施設内看護の特徴と継続看護の必要性が
理解できる。
	
	

	３．療養者を支援する社会資源、関係する機関・職種について理解を深め、連携のあり方を学ぶことができる。
	
	

	４．訪問看護ステーションの機能と訪問看護師の役割を学ぶ
ことができる。
	
	

	５．療養者と家族を対象とするケアマネジメントを学ぶことができる。
	
	

	
総　合　評　価

	



	

	



	






Ａ： よくできた　Ｂ: できた　Ｃ：あまりできなかった　
Ｄ：できなかった　Ｅ:場面がなかった
在宅看護援助技術ワークシート（　　　　　　　　　）
実習（　　　）グループ　出席番号　　　　氏名　　　　　　　　　     
	援助目的




	援助の実際
１．必要物品



２．実施手順






	在宅看護援助を行う上での支援のポイント
１．アセスメント








２．援助の留意点















